ITC豊中クラブ第23期1月例会教育
「敬語について」

【敬語とは】
人が話をする場合 相手や話題の人物の間で、上下関係、親睦関係、好悪関係などを判断し、

それを表現の中に反映させたものを「待遇表現」といいます。
「敬語」はその中の一つに数えられます。すなわち自分と相手との関係を表す大切な表現なのです。

【敬語の種類】
　　　1．尊敬語 ―　相手や話題の人を高く遇し、その人に敬意を表す言葉。
2． 丁寧語 ― 「～です「～ます」のように言葉使いを丁寧にして美しくする言葉。

3． 謙譲語 ―　自分や身内を低く遇し、相手や話題の人を敬う気持ちを表す言葉。
【尊敬語と謙譲語の違い】　　尊敬語・謙譲語はおもに人の行為、状態などに用いられます
	一般言葉
	尊敬語
	謙譲語

	いる
	いらっしゃる
	おります

	行く
	行かれる・いらっしゃる
	まいる・あがる・うかがう

	来る
	おいでになる・みえる
	まいる

	言う
	言われる・おっしゃる
	申す

	する
	なさる
	いたす

	食べる
	召し上がる・お食べになる
	いただく・ごちそうになる

	見る
	ご覧になる・見られる
	拝見する・見せていただく

	聞く
	お聞きになる・聞かれる
	受けたまわる・お聞きする

	書く
	お書きになる・書かれる
	書かせていただく・お書きする

	もらう
	お受取りになる
	いただく

	訪ねる
	お尋ねになる・おいでになる
	お尋ねする・おうかがいする

	会う
	お会いになる
	お目にかかる


【場所による尊敬語と謙譲語の使い分け例】
1. クラブ以外の人との会話⇒自クラブの人（目上の場合でも）の事に尊敬語は使わない.

　例    「○○会長は只今席をはずしております」と謙譲語を使います。
2．クラブ内での人との会話
　例１． クラブの会長にカウンスル会長の言葉を伝える場合
「○○会長はこのようにおっしゃっていました」と尊敬語を使います。
　　　　例2． クラブ会長に自分の意思を伝える場合

　　　　　　　　「私は会長の今、言われた意見に大賛成です」と尊敬語でよい。

　　　　例3． 上の役職者に敬意をはらって意見を聞く場合

　　　　　　　　「お尋ね（お伺い）しますがこの場合、どのようにいたしましょう？」

　　　　　　　　と謙譲語を使いましょう。

3．他クラブの人も含めた打ち合わせの席⇒自クラブの上の役職者でも身内と考える。

　例　   会長の発言に対して賛成の意を表す場合

「私も○○会長が申した意見に賛成です」と謙譲語を使います。
【間違った敬語使いの例】
	間違い敬語使い
	正しい敬語使い

	目上の人に「ご苦労様でした」は失礼になります
	「お疲れ様でした」がふさわしいでしょう

	「とんでもございません」
	「とんでもないことでございます」

	「遠慮なくいただいてください」
	「遠慮なく召し上がってください」

「遠慮なく受け取ってください」

	「会長が見えられました」
	「会長がお見えになりました」

	「会長　報告書を拝見していただけましたか？」
	「会長　報告書をご覧いただけましたでしょうか？」

	上部レベルの役職者に呼びかけるよくある例
　　「○○会長様・・・・」　
	「○○会長・・」
もしくは「会長　○○様」


【電話での敬語使いの効果】
1．“和らげの”敬語言葉を入れる効果

聞き洩らしや聞き間違いをしないよう復唱するとき「恐れ入ります」「失礼ですが」といった
“和らげの”敬語言葉を入れると命令ではなく感じよく相手を促す印象が出て、好感度も
アップします。

2． 受話器を置く前の効果的な言葉
　　電話は「かけた方が先に受話器を置く」が原則ですが、目上の人との場合は効果的な言葉
　　「ありがとうございました、失礼します、ごめんくださいませ」をうまく使って相手が
受話器を置くのを待って電話を切りましょう。
【立場と敬語】
人と人とが結びつき、理解しあい、お互いの人生を充実したものにするには話す言葉の仲立ちが必要です。

言葉一つで相手を喜ばせたり、温かい気持ちにさせたり、ある時には悲しませたり怒らせたりもします。

私たちは家族だけではなく、いろいろな社会の組織に属し、その中で「自分の立場」というものを持って
います。その「立場」の状況に応じた適切な言葉を使うことが大切です。

コミュニケーション技術を日々学ぶ私たちは、礼儀と温かい心のこもった『敬語』をいつも意識し

正確に使いながら活動していければと思います。


2008/1/16（水）参考：久保田修「日本語の表現」他　　豊中クラブ教育委員会　小田和子作成
敬語とは、相手あるいは話題とする人や物事が自分とどんな位置関係にあると扱うか


その気配りを、言葉づかいに表わす仕方を言います。　　　大野晋著「日本語練習帳」より








